
 

学校における福祉教育 

～大利小学校の取り組み～ 

 

 
 

 

 



 

福祉教育について 
「ともに生きる力」を育む学習の一環として福祉教育を推進しています。大野城市

社会福祉協議会では、市内の小中学校、学童から総合的な学習の時間等を利用し

た福祉教育の依頼を受け、福祉施設の職員やボランティアさん、当事者の方に講

師をお願いしています。福祉やボランティアの学習をとおして、子どもたち一人ひ

とりが“自分たちにできることは何か”を考えるきっかけにつながっています。  

 

 

 

 

 

 

大利小学校 4年生は… 
令和 3年度、視覚障がいのある南里さんと 4年生がオンラインで交流しました。

この交流を通して「視覚障がい」や「みんなにとって優しいまちづくり」を学びまし

た。 

 

 

 

 

子どもたちが考えたこと 
この交流をきっかけに、子どもたちはバリアフリーに興味を持ち、勉強を始めまし

た。そしてバリアフリーについてたくさん気が付いたことがあります。それをぜひ

バリアフリーを知らない人にもっとたくさん広めたいという思いが強くなり、3年

生への「バリアフリー報告会」を企画しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

バリアフリー報告会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アイマスク体験」 

目が見えない方の気持ちは？ 

困っている人になんて声をかけたら… 

劇でわかりやすくお伝えします！ 

「かみしばい」でバリアフリーについて 

わかりやすくご紹介♪ 

利き手が使えないって 

どんな感じ？ 

車いすの方にとって 

通りやすい道って？ 
一人が難しいなら二人で！ 



 



 



 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当時の４年生担任 冨賀先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南里さん 

 

 

 

 

 

3年生の皆さんへ 

きっと 4年生になったらみんなもバリアフリーの勉

強をすると思います。そのときまで今日したことを

しっかり覚えておいてください。そして今度はあな

たたちが学んだこと、体験したことをぜひいろんな

人に広めていってほしいと思います。学んで終わり

ではなくて、たくさんの人にバリアフリーのことを

広めてください。そうすればさっき 4年生が言っ

たように、誰もが安心して幸せな世の中になってい

くかなと思います。 

目が見えない人にとって「何かお手伝いしましょうか」

という一言はとってもうれしいです。もし点字ブロッ

クの上にお店の看板や自転車などが置いてあったら、

お店の人などに移動してもらえませんかと一言声を

かけてくれると本当にうれしく思います。 

また、まだまだ階段が多いですが、階段が多いという

ことはお年寄りの方もそうだし、乳母車の方も困りま

す。大野城市は今、障がいがある人もない人も住みや

すいまちにしようとがんばっています。もしみなさん

が街に出られて気づいたことがあったら、私たちにも

教えてください。 

今日は本当にいい勉強をさせていただきました。あり

がとうございました。 

令和３年度に４年生が開催した「バリアフリー報告会」に参加した３年生が、今年４年生に

なりました。今年はどんな学びがあるでしょうか。みなさんのこれからの姿が楽しみです。 


